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真
宗
に
伝
承
さ
れ
る
声
明
は
、
東
西
分
派
以
前
よ
り
度
々
改
革
改
変
が
行
わ
れ

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
改
革
の
折
に
も
常
に
天
台
声
明
を
範
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
い
る
。
蓮
如
宗
主
の
子
息
願
当
寺
実
相
の
編
述
し
た
『
本
願
寺
作
法
次
第
』
に

も
「
当
流
の
声
明
は
小
原
流
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
台
声
明
の
旋
律
や
素
首
、

唱
法
な
ど
の
音
楽
的
要
素
を
下
意
的
に
採
り
入
れ
て
真
宗
声
明
を
形
成
せ
し
め
て

来
た
と
も
い
え
る
。
こ
と
に
西
本
願
寺
に
お
い
て
は
、
こ
の
傾
向
が
更
に
顕
著
で

あ
り
、
歴
代
宗
主
の
積
極
的
な
態
度
に
よ
っ
て
、
声
明
家
の
交
流
も
繁
く
行
わ

れ
、
法
式
の
完
備
に
大
い
に
意
が
払
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
今
日
に
お
い
て
も

そ
の
遺
風
は
遵
守
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
論
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
五
眼
讃
」

も
こ
う
し
た
西
本
願
寺
声
明
の
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
産
み
出
さ
れ
、
改
変
さ

れ
、
伝
承
さ
れ
来
っ
た
も
の
で
、
音
楽
的
に
も
台
家
と
の
交
渉
を
う
か
が
う
好
資

料
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
先
ず
、
本
論
に
先
立
っ
て
真
宗
声
明
と
天
台
声
明
と
の
交
渉
の
歴
史
に

就
い
て
述
べ
て
行
き
た
い
。

　
真
宗
声
明
の
歴
史
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
真
宗
法
要
（
仮
名
聖
教
）
に
属

「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究

1

大 小

谷野

功
　
　
竜

紀
　
美
　
子

す
る
文
献
、
一
家
衆
、
堂
衆
達
、
宗
主
側
近
者
達
の
日
記
、
見
聞
録
、
法
務
担
当

者
の
記
録
等
に
散
見
す
る
記
述
や
、
声
明
家
の
記
録
及
び
声
明
本
等
が
あ
る
。
又

歴
史
的
研
究
と
し
て
は
『
西
本
願
寺
声
明
の
伝
来
と
歴
史
』
　
（
当
面
芳
隆
著
、
仏

教
史
学
第
二
号
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
刊
、
仏
教
史
学
会
）
　
『
本
願
寺
史
』
　
（
本

願
寺
史
編
纂
所
編
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
刊
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
）

等
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
以
下
こ
れ
ら
の
資
料
や
研
究
を
も

と
に
し
て
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
抽
出
略
述
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
先
ず
親
鷺
聖
人
在
世
（
承
安
三
年
〔
一
一
七
三
〕
～
弘
長
二
年
〔
一
二
六
二
〕
）
を

中
心
と
し
た
時
代
の
声
明
で
あ
る
が
、
宗
祖
の
述
作
の
中
に
は
法
式
声
明
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
『
改
邪
抄
』
に
は

　
　
「
…
前
略
…
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
わ
が
朝
に
一
念
多
念
の
声
明
あ
ひ
わ
か

　
れ
て
、
い
ま
に
か
た
の
ご
と
く
余
塵
を
の
こ
さ
る
。
祖
師
聖
人
の
御
と
き
は
さ

　
か
り
に
多
念
声
明
の
法
燈
、
倶
阿
弥
陀
仏
の
余
流
充
満
の
こ
ろ
に
て
、
御
坊
中

　
の
禅
襟
達
も
少
々
こ
れ
を
も
て
あ
そ
ば
れ
け
り
。
祖
師
の
御
意
巧
と
し
て
は
ま

四
三
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「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究

1

　
た
く
念
仏
の
こ
は
ひ
び
き
い
か
や
う
に
ふ
し
は
か
せ
を
さ
だ
む
べ
し
と
い
ふ
お

　
ほ
せ
な
し
。
た
だ
弥
陀
願
力
の
不
思
議
凡
夫
往
生
の
佗
力
の
一
途
ば
か
り
を
自

　
溶
化
佗
の
御
つ
と
め
ま
し
ま
し
き
、
音
声
の
御
沙
汰
さ
ら
に
こ
れ
な
し
。
し
か

　
れ
ど
も
と
き
世
の
風
儀
、
多
念
声
明
を
も
て
、
ひ
と
お
ほ
く
こ
れ
を
も
て
あ
そ

　
ぶ
に
つ
い
て
、
御
坊
中
の
ひ
と
び
と
も
、
か
の
声
明
に
ご
＼
ろ
を
よ
す
る
に
つ

　
い
て
、
い
さ
～
か
こ
れ
を
稽
古
せ
ら
る
～
ひ
と
び
と
あ
り
け
り
云
々
」

　
と
あ
る
よ
う
に
、
特
に
声
明
に
対
す
る
指
示
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当

時
の
趨
勢
と
し
て
多
念
流
の
声
明
に
心
を
寄
せ
稽
古
を
す
る
者
が
教
団
の
中
に
在

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
＼
に
い
う
「
一
念
若
し
べ
は
多
念
」
の
声
明
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
種
類
の
声
明
を
意
味
す
る
の
か
分
明
で
は
な
い
が
、
　
『
徒
然
草
』

第
二
百
二
十
七
段
に

　
　
「
六
時
礼
讃
は
、
法
然
上
人
の
弟
子
、
安
楽
と
い
ひ
け
る
僧
、
経
文
を
あ
っ

　
め
て
造
り
て
勤
め
に
し
け
り
。
そ
の
後
、
太
秦
善
観
房
と
い
ふ
僧
、
節
博
士
を

　
定
て
声
明
に
な
せ
り
。
一
念
の
念
仏
の
最
初
な
り
。
後
嵯
峨
院
の
御
代
よ
り
は

　
じ
ま
れ
り
。
法
事
讃
も
同
じ
く
善
観
房
は
じ
め
た
る
な
り
」

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
恐
ら
く
一
念
流
声
明
と
は
礼
讃
や
法
事
讃
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

声
明
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
『
拾
遺
古
徳
伝
絵
詞
』
十
五
に
は
、
見
仏

が
引
導
寺
に
念
仏
興
行
を
し
た
際
、
声
明
の
先
達
と
し
て
心
阿
弥
陀
仏
の
名
や
結

衆
と
し
て
声
量
安
楽
な
ど
の
名
前
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
法
然
門
下
に
盛
行

し
た
声
明
の
一
派
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
多
念
流
声
明
と

は
、
天
台
浄
土
教
系
の
声
明
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
天
台
宗
に
お
い
て
浄
土

教
は
源
信
に
宣
揚
さ
れ
、
声
明
者
で
も
あ
る
良
忍
に
お
い
て
開
花
し
た
。
又
声
明

の
聖
地
と
も
い
わ
れ
る
大
原
で
は
天
台
浄
土
教
の
繁
昌
を
も
た
ら
し
、
い
わ
ゆ
る

四
四

浄
土
教
習
の
声
明
が
天
台
声
明
中
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
勘
合
す

る
と
、
当
時
、
こ
れ
ら
二
流
の
声
明
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
推
則
す
る
に
難
く

は
な
い
。
特
に
一
念
流
声
明
は
法
然
教
団
の
繁
昌
に
と
も
な
い
、
相
当
巷
間
に
流

布
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
と
こ
ろ
で
宗
祖
を
中
心
と
す
る
教
団
で
は
、
　
『
叢
林
集
』
巻
七
に

　
　
「
当
家
本
礼
讃
ヲ
修
セ
ラ
レ
シ
時
、
間
ノ
念
仏
ハ
多
念
義
ノ
風
ヲ
試
ミ
給
ヒ

　
云
々
」

　
と
あ
る
よ
う
に
、
一
念
多
念
様
々
な
浄
土
教
系
声
明
が
混
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
宗
祖
は
こ
れ
ら
法
式
声
明
に
こ
れ
と
い
う
沙
汰
も
な
か
っ
た
こ
と
を
見
れ

ば
、
そ
こ
に
は
可
成
り
自
由
な
形
で
声
明
が
興
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う

の
で
あ
る
。
た
だ
こ
、
で
述
べ
た
一
念
多
念
の
声
明
に
就
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不

充
分
な
考
察
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
宗
祖
遷
化
の
後
、
宗
祖
の
息
女
覚
信
尼
の
子
息
で
第
二
代
「
留
守
職
」
を
継
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
覚
恵
（
仁
治
・
寛
元
頃
～
徳
治
二
年
〔
＝
二
〇
七
〕
）
は
、
　
『
慕
帰
絵
詞
』
巻
一

に
よ
れ
ば

　
　
「
…
前
略
…
大
原
二
品
親
王
思
遣
の
御
弟
子
と
し
て
三
部
・
四
曼
の
募
を
も

　
て
あ
そ
び
、
五
音
・
七
声
の
曲
に
達
し
け
る
が
…
云
々
…
」

　
と
あ
り
、
青
蓮
院
に
密
教
を
修
学
す
る
と
共
に
、
声
明
を
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら

　
　
　
　
⑦

れ
る
が
、
　
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
巻
六
に
は

　
　
「
…
前
略
…
そ
の
由
来
を
た
つ
ぬ
れ
ば
、
五
音
七
声
を
わ
き
ま
へ
、
呂
律
清

　
濁
に
達
す
る
こ
と
、
天
性
の
う
く
る
所
そ
の
骨
を
え
た
ま
へ
り
け
る
ほ
ど
に
、

　
門
跡
参
仕
の
い
に
し
へ
も
随
分
に
声
明
を
た
し
な
み
給
ひ
け
る
が
、
隠
遁
の
後
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は
殊
に
意
を
浄
土
の
曲
調
に
入
れ
て
名
を
非
道
の
秀
逸
に
え
た
ま
へ
り
。
一
念

　
の
音
曲
に
節
拍
子
を
定
め
け
る
は
教
達
な
り
。
か
の
弟
子
の
中
に
毒
心
ど
き
こ

　
ゆ
る
は
上
足
な
り
、
そ
の
か
み
彼
を
召
請
し
て
連
々
こ
れ
を
ぞ
な
ら
は
れ
け
る

　
云
々
」

　
と
あ
る
よ
う
に
本
来
聖
道
門
に
お
け
る
声
明
の
名
手
で
あ
っ
た
が
、
隠
棲
後
は

専
ら
浄
土
教
系
の
声
明
の
会
得
に
励
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
同
書
に
は
、
亀

山
上
皇
の
前
で
覚
恵
に
指
南
を
受
け
た
小
野
宮
師
具
は
声
明
を
請
し
、
大
い
に
上

皇
の
叡
感
を
蒙
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
覚
恵
の
斯
道
に
お
け
る
名
声
を

察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

　
三
代
目
留
守
職
の
覚
如
宗
主
（
文
永
七
年
〔
一
二
七
〇
〕
～
観
応
二
年
〔
＝
二
五

一〕

j
は
本
願
寺
教
団
の
形
成
を
果
し
た
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
幼
少
よ
り

南
都
北
嶺
の
教
学
を
修
め
、
且
つ
文
筆
の
能
に
も
秀
で
た
人
で
あ
っ
た
。
永
仁
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
〔
一
二
九
四
〕
、
宗
祖
三
十
三
回
忌
法
要
に
際
し
て
、
　
『
報
恩
講
式
』
を
述
作
し

た
。
講
式
と
し
て
は
す
で
に
源
信
の
『
六
道
講
式
』
や
『
舎
利
講
式
』
、
永
観
の

『
往
生
講
式
』
、
栂
尾
明
恵
の
『
四
座
講
式
』
な
ど
が
あ
り
、
報
恩
講
式
も
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ら
先
行
の
諸
講
式
に
範
を
採
っ
て
作
製
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
　
『
本
願
寺
通

紀
』
巻
第
十
一
（
法
事
諸
式
）
の
項
に
収
め
ら
れ
た
記
述
に
は
、

　
　
「
永
仁
二
年
春
覚
宗
主
著
二
報
恩
講
式
三
章
一
、
時
当
三
二
十
三
年
祖
忌
一

　
　
初
総
礼
、
次
三
礼
　
次
如
来
唄
　
表
白
、
式
三
段
　
伽
陀
七
個
口
六
礼
　
六

　
種
廻
向
」

　
と
あ
り
、
並
家
の
講
式
作
法
次
第
に
な
ら
っ
て
式
文
の
前
後
に
声
明
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
「
天
台
声
明
」
と
「
西
木
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究
　
1

　
次
い
で
覚
如
の
子
息
存
覚
（
正
応
三
年
〔
一
二
九
〇
〕
～
応
安
六
年
〔
一
三
七
三
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
学
識
文
筆
に
中
れ
、
　
『
最
勝
講
式
文
、
信
貴
鎮
守
講
式
、
知
恩
講
式
』
な
ど
多

数
の
講
式
を
述
わ
し
て
い
る
。

　
真
宗
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
蓮
如
宗
主
（
応
永
二
十
二
年
〔
一
四
一
五
〕
～
明
応

八
年
〔
一
四
九
九
〕
）
は
文
明
五
年
〔
一
四
七
三
〕
吉
崎
の
坊
舎
に
宗
祖
の
述
作
『
正

信
偏
』
、
『
和
讃
』
の
開
版
を
行
い
広
く
門
末
に
こ
れ
を
流
布
せ
し
め
る
こ
と
を
灯

っ
た
。
又
日
々
の
勧
行
に
も
「
正
信
偶
、
和
讃
の
墨
筆
を
行
う
こ
と
を
推
し
進
め

た
。
す
な
わ
ち
『
本
願
寺
作
法
次
第
』
に
は

　
　
「
当
流
の
朝
暮
の
勤
行
、
念
仏
に
和
讃
六
首
加
へ
て
御
申
候
事
は
近
代
の
事

　
に
て
候
、
昔
も
加
之
に
は
御
申
あ
り
つ
る
事
有
げ
に
候
へ
共
朝
暮
に
な
く
三
つ

　
る
と
き
こ
え
申
候
、
幻
象
上
人
御
代
迄
六
時
礼
讃
に
て
候
つ
る
と
の
事
…
…
云

　
々
」

　
と
あ
る
よ
う
に
存
如
宗
主
（
応
永
三
年
〔
一
三
九
六
〕
～
長
禄
元
年
〔
一
四
五
七
〕
）

　
　
　
　
　
⑪

の
時
代
迄
は
『
六
時
礼
讃
、
法
事
讃
、
阿
弥
陀
経
』
な
ど
が
専
ら
の
勤
行
で
あ
っ

た
が
、
蓮
如
宗
主
は
こ
、
に
大
幅
な
改
革
を
試
み
、
　
『
正
信
偶
念
仏
和
讃
　
の
読

　
　
　
　
　
⑫

諦
に
加
え
て
『
浄
土
三
部
経
』
の
読
講
を
正
式
の
勤
行
と
制
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
⑬

就
中
『
真
宗
故
実
伝
来
抄
』
に
は

　
　
「
…
前
略
…
其
後
蓮
如
上
人
ノ
ト
キ
御
弟
子
敬
遠
坊
ヲ
大
原
ヘ
ツ
カ
バ
サ

　
レ
、
山
門
ノ
声
明
ヲ
修
練
シ
夫
二
塁
フ
テ
当
家
ノ
偶
頒
モ
節
譜
ヲ
付
テ
音
律
ヲ

　
正
シ
タ
マ
フ
」

　
と
あ
り
、
　
『
正
信
偶
和
讃
』
の
節
譜
が
、
大
原
に
修
学
し
た
敬
（
慶
）
心
房
の
手

に
成
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
慶
聞
房
は
御
堂
衆
の
上
足
と
し
て
一
如
宗
主
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究

1

仕
え
、
　
『
本
願
寺
作
法
次
第
』
の
中
に
も
法
式
の
精
通
者
と
し
て
度
々
そ
の
名
が

揚
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
法
式
声
明
取
得
の
為
、
宗
主
が
側
近
達
を
大
原
へ
遣
わ
し
修
学
せ
し
め
た
例
は

こ
れ
よ
り
後
、
実
如
宗
主
（
長
禄
二
年
〔
一
四
五
八
〕
～
大
永
五
年
〔
一
五
二
五
〕
）

の
時
代
に
も
あ
る
。
　
『
本
願
寺
作
法
次
第
』
に

　
　
「
…
前
略
…
然
ば
円
田
の
仰
事
に
は
下
間
名
字
の
幼
少
の
人
を
一
人
小
原
の

　
声
明
師
の
弟
子
に
な
し
て
置
、
よ
く
稽
古
の
功
ゆ
き
候
は
ば
、
こ
な
た
へ
取
て

　
を
き
て
声
明
の
譜
を
よ
く
な
ら
は
せ
覧
て
、
当
流
に
よ
く
可
覚
悟
事
也
と
田
干

　
き
」

　
と
あ
り
、
実
如
宗
主
の
嗣
法
円
如
が
、
本
願
寺
家
臣
の
下
妻
家
の
幼
少
の
者
に

大
原
へ
声
明
の
修
学
を
為
さ
し
あ
、
取
得
の
瑚
り
に
は
真
宗
声
明
に
資
せ
し
め
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
そ
こ
に
は
円
如
の
台
家
声
明
取
得
に
対
す
る
計
画
的
な

意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
本
願
寺
が
山
科
、
石
山
時
代
を
経
、
西
本
願
寺
は
天
正
十
九
年
〔
一
五
九
一
〕
に

現
在
の
堀
川
の
地
に
移
さ
れ
る
。

　
准
如
宗
主
（
天
正
五
年
〔
一
五
七
七
〕
～
寛
永
七
年
〔
一
六
三
〇
〕
）
の
時
代
に
東

西
分
派
が
行
わ
れ
、
東
本
願
寺
で
は
教
如
宗
主
が
分
派
后
初
代
の
宗
主
に
就
く
わ

け
で
あ
る
。
准
如
宗
主
は
僧
階
を
新
に
定
め
、
又
法
式
面
に
お
け
る
整
備
を
図
っ

た
。
　
『
本
願
寺
通
事
』
や
西
光
寺
裕
俊
の
著
わ
し
た
『
本
願
寺
年
中
行
事
』
に
よ

れ
ば
、
慶
長
十
六
年
〔
一
六
＝
〕
三
月
に
宗
祖
三
百
五
十
回
忌
の
法
要
が
営
ま

れ
、
こ
の
法
要
に
際
し
て
登
壇
、
行
道
、
散
華
な
ど
の
聖
道
作
法
や
、
雅
楽
の
奏

楽
、
堂
内
装
厳
の
整
備
、
法
服
と
し
て
七
条
袈
裟
着
用
の
制
定
な
ど
法
式
面
に
お

け
る
威
儀
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
戦
国
時
代
を
経
て
近
世
に

四
六

生
き
抜
こ
う
と
す
る
本
願
寺
教
団
の
一
面
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
の
良
如
宗
主
（
慶
長
十
七
年
〔
一
六
一
二
〕
～
寛
文
二
年
〔
一
六
⊥
ハ
ニ
〕
）
に
至

る
と
声
明
の
面
に
改
革
整
備
が
及
ん
で
く
る
。
す
な
わ
ち
万
治
四
年
〔
一
六
六
一
〕
、

宗
祖
の
四
百
回
忌
法
要
が
営
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
は
前
宗
祖
三
百
五

十
回
忌
法
要
と
同
じ
く
『
正
信
偶
、
浄
土
三
部
経
、
報
恩
講
式
』
が
法
要
の
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
は
な
っ
て
い
る
も
の
、
新
た
に
『
四
耳
管
』
が
依
用
さ
れ
て
い
る
。
　
『
経
谷
氏

の
調
査
』
に
依
れ
ば
、
西
本
願
寺
の
宝
庫
に
こ
の
際
に
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

『
四
七
讃
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
四
四
黒
山
声
明
の

導
入
は
、
良
如
宗
主
の
態
度
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
次
の
寂
如
宗
主
の
考
え
や
態
度

が
大
き
く
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
寂
如
宗
主
（
慶
安
四
年
間
一
六
五
一
〕
～
享
保
九
年
〔
一
七
二
四
〕
）
は
、
い
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

よ
積
極
的
に
魚
山
声
明
の
導
入
を
図
っ
た
。
広
隆
寺
知
影
の
述
に
な
る
『
魚
山
余

響
』
に
は
、

　
　
「
吾
本
山
に
於
て
魚
山
の
梵
唄
を
用
ひ
玉
ふ
こ
と
は
、
実
悟
キ
等
に
見
ゆ
、

　
近
年
信
解
院
殿
御
代
に
専
ら
魚
山
流
を
用
ひ
玉
ふ
と
み
ゆ
。
幸
雄
僧
都
に
命
じ

　
て
当
家
声
明
数
品
を
製
せ
し
む
」

　
と
あ
る
。
幸
雄
は
多
紀
道
忍
氏
の
編
述
に
な
る
大
原
声
明
系
譜
に
も
名
を
と
ど

め
て
い
る
。
こ
の
幸
雄
以
降
の
大
原
嫡
流
者
は
ほ
と
ん
ど
西
本
願
寺
と
関
係
を
持

っ
て
い
る
の
で
次
に
そ
の
系
譜
を
掲
げ
て
お
く
。
以
下
こ
の
系
譜
を
御
参
照
願
い

率
い
。
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良
忍
－
柱
聯
－
宗
快
－
覚
淵
↓
口
淵
－
覚
超
－
良
雄
－
宝
珠
］

「
幸
雄
〔
＝
ハ
ニ
五
～
毛
。
二
〕
－
珍
雄
〔
＝
ハ
八
四
～
毛
六
九
〕
－

一
嶺
雄
〔
一
七
五
九
～
？
〕
1
詔
雄
一
良
宗
一
覚
雄
－
秀
雄
一
覚
秀

一
貞
健
一
仙
恵
－
旧
観
－
三
三

　
幸
雄
は
先
の
記
述
の
如
く
、
寂
如
宗
主
の
嘱
に
依
り
、
西
本
願
寺
へ
も
繁
く
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

入
し
声
明
の
新
作
改
作
な
ど
に
力
を
致
し
た
。
経
谷
氏
は
『
元
禄
七
年
〔
一
六
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

四
〕
書
写
の
声
明
集
の
奥
書
』
を
『
自
著
』
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、

寂
如
宗
主
が
前
良
如
宗
主
の
二
十
五
回
忌
及
び
三
十
三
回
忌
の
法
要
を
営
む
に
際

し
て
声
明
墨
譜
の
改
正
を
企
て
た
こ
と
、
そ
れ
が
為
に
幸
雄
が
音
律
の
正
誤
を
考

察
し
、
更
に
門
末
僧
侶
の
指
導
を
行
う
べ
く
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
為
に
声
明
集
を
作

し
て
献
上
し
た
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
声
明
本
に
は
次
の
よ
う
な

曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
四
智
轟
重
臣
着
座
讃
呂
律
散
華
呂
律
後
唄
対
璽
譜
一
＝
礼
呂
律

　
六
種
廻
向
、
四
奉
請
　
弥
陀
経
、
合
殺
、
九
声
念
仏
、
八
句
念
仏
三
重
、
云
何

　
唄
、
始
段
唄
、
殿
形
唄
、
伽
陀
十
二
首
　
勧
請
文
三
篇
　
下
高
座
文
、
報
恩
講

　
式
三
重
墨
譜
　
式
間
讃
、
歎
徳
文
、
文
土
偶
、
十
四
行
偶
、
讃
仏
偶

　
「
魚
山
余
響
」
に
は
こ
れ
ら
の
中
で
、
『
讃
仏
偶
、
文
類
偶
、
着
座
讃
、
敬
礼
、

勧
請
、
式
間
和
讃
』
な
ど
真
宗
独
自
の
テ
キ
ス
ト
内
容
を
持
つ
声
明
や
、
伝
統
的

に
用
い
ら
れ
て
来
た
声
明
に
つ
い
て
は

　
　
「
讃
仏
偶
、
文
類
、
十
四
行
偶
、
呂
律
着
座
讃
、
敬
礼
勧
請
式
間
和
讃
は
幸
雄

　
僧
都
の
墨
譜
な
り
、
讃
仏
偶
は
法
華
幟
法
肩
段
呂
の
墨
譜
に
よ
れ
り
、
文
類
は

　
　
　
　
　
「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究
　
1

　
五
念
門
と
図
画
を
あ
わ
せ
と
る
と
見
へ
た
り
、
十
四
行
偶
は
通
法
、
例
時
両
経

　
段
あ
は
せ
と
れ
り
、
着
座
讃
は
呂
律
と
も
昌
昌
讃
漢
語
を
と
り
用
ゆ
、
敬
礼
式

　
間
和
讃
は
よ
り
と
こ
ろ
た
し
か
な
ら
ず
、
幸
雄
の
工
夫
と
見
へ
た
り
、
…
中
略

　
…
重
誓
偶
は
大
俄
悔
に
よ
る
。
十
方
念
仏
は
早
三
法
の
十
方
念
仏
に
よ
る
…
下

　
略
…
」

　
と
あ
り
、
台
家
の
声
明
曲
の
墨
譜
よ
り
流
用
を
図
っ
て
新
に
改
作
を
施
し
て
い

る
。
又
こ
れ
ら
声
明
曲
の
他
に
も
、
　
『
報
恩
講
式
』
の
墨
譜
を
『
六
道
講
式
』
の

博
士
に
従
っ
て
改
作
し
た
こ
と
も
『
今
山
余
響
』
に
知
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
て
幸
雄
を
中
心
と
し
て
新
作
或
は
改
作
さ
れ
た
諸
声
明
は
、
宝
永
八
年

〔一

ｵ
一
一
〕
に
営
ま
れ
た
宗
祖
四
百
五
十
回
忌
法
要
に
依
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
。
こ
の
儀
の
次
第
は
『
竜
門
旧
事
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
各
法
要
に
は

再
編
な
っ
た
こ
れ
ら
の
声
明
が
、
駆
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。

　
こ
う
し
た
台
家
魚
山
の
声
明
家
と
本
山
と
の
交
渉
は
こ
の
後
も
続
け
ら
れ
て
行

く
。
　
『
魚
山
余
響
』
に
は

　
　
「
本
山
往
還
偶
、
願
生
憎
は
宮
山
珍
雄
の
墨
譜
也
、
二
藍
泉
院
に
て
其
草
本

　
を
見
る
。
往
還
偶
の
奥
に
、
黒
本
者
就
西
本
願
寺
御
門
跡
三
回
忌
墨
譜
依
懇
望

　
以
光
明
真
言
新
記
入

　
　
　
　
享
保
十
二
丁
未
稔
　
二
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
山
大
僧
都
　
珍
雄

願
生
偶

此
本
は
就
西
本
願
寺
先
御
門
跡
三
回
忌
墨
譜
依
懇
望
以
切
話
錫
杖
新
書
之
畢

　
　
享
保
十
二
丁
未
年
二
月
　
虚
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究

1

　
　
右
信
解
院
、
御
三
回
忌
の
時
な
り
、
信
順
院
殿
御
望
に
依
り
製
せ
ら
れ
た
る

　
な
り
、
珍
雄
は
後
に
城
南
院
大
僧
正
と
申
す
幸
雄
の
弟
子
な
り
と
き
つ
伝
へ
た

　
り
云
々
」

　
と
あ
り
、
知
影
が
宝
泉
院
で
幸
雄
の
弟
子
珍
雄
の
往
還
偶
、
願
生
湿
の
草
本
を

見
聞
し
、
住
如
宗
主
（
延
宝
元
年
〔
一
六
七
三
〕
～
元
文
四
年
〔
一
七
三
九
〕
）
が
珍

雄
に
嘱
し
て
改
作
に
従
事
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
は
諸
山
嫡
流
譜
に
名
を

と
ど
め
る
領
雄
、
詔
雄
等
も
同
様
に
声
明
の
指
南
、
改
作
に
参
画
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

　
経
黒
氏
に
依
れ
ば
、
こ
の
頃
初
め
て
西
本
願
寺
の
声
明
本
が
開
版
さ
れ
た
と
伝

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
宝
暦
六
年
〔
一
七
五
一
〕
の
『
真
宗
声
明
品
』
が
そ
れ
で
、

全
三
巻
よ
り
な
り
、
そ
こ
に
は
『
四
智
讃
』
、
『
法
讃
』
、
『
僧
讃
』
な
ど
台
家
魚
山

の
声
明
が
そ
の
ま
ま
墨
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

　
文
如
宗
主
（
延
享
元
年
〔
一
七
四
四
〕
～
寛
政
十
一
年
〔
一
七
九
九
〕
）
か
ら
本
如

宗
主
（
安
永
七
年
目
一
七
七
八
〕
～
文
政
九
年
〔
一
八
二
六
〕
）
の
間
に
亘
っ
て
は
、

知
影
が
活
躍
し
た
。
彼
は
先
程
来
引
用
し
て
い
る
『
魚
山
余
響
』
の
著
者
で
も
あ

り
、
本
山
末
寺
の
僧
侶
と
し
て
西
光
寺
世
運
に
声
明
を
習
い
、
後
に
大
原
の
知
観

に
就
い
て
伝
授
を
受
け
遂
に
は
三
山
嫡
流
系
譜
に
名
を
と
ど
め
る
に
至
っ
た
人
で

あ
る
。
彼
の
師
た
る
知
観
も
、
西
本
願
寺
に
参
劃
し
て
お
り
、
　
『
魚
山
余
響
』
に

は　
　
「
…
前
略
…
今
度
観
僧
正
を
請
ひ
、
院
家
、
内
陣
の
面
こ
れ
を
学
ぶ
に
つ
き

　
堂
達
の
内
も
四
・
五
輩
つ
い
て
き
し
こ
と
を
得
た
り
、
こ
れ
よ
り
吾
山
内
、
ほ

　
ぼ
魚
津
の
声
明
と
い
ふ
も
の
を
し
れ
り
、
吾
山
内
声
明
中
興
の
時
と
い
ふ
べ

四
八

　
し
」

　
と
あ
る
よ
う
に
寂
如
宗
主
以
来
い
さ
、
か
粗
に
流
れ
る
き
ら
い
の
あ
っ
た
声
明

を
堂
衆
、
院
家
達
に
指
南
す
る
為
に
招
か
れ
て
い
る
。
又
改
作
の
面
に
お
い
て
も

同
書
に
宗
祖
五
百
五
十
回
忌
法
要
に
際
し
て
、
阿
弥
陀
俄
法
中
『
観
経
』
真
身
観

よ
り
抽
出
さ
れ
た
章
句
に
法
華
早
三
法
の
墨
譜
を
施
し
た
こ
と
、
又
寛
政
七
年

〔一

ｵ
九
五
〕
教
化
の
恩
徳
讃
に
墨
譜
を
施
し
た
こ
と
等
多
く
の
業
績
が
あ
る
。

　
一
方
知
影
も
声
明
指
南
に
加
え
て
声
明
帳
の
改
作
を
行
っ
た
。
　
『
魚
山
余
響
』

に
は

　
　
「
文
化
十
一
年
甲
戌
五
月
　
当
御
門
主
本
署
声
明
帳
の
改
写
を
命
じ
玉
ふ
。

　
芙
容
の
間
に
於
て
御
側
御
用
人
　
松
川
弓
馬
を
以
て
仰
せ
わ
た
さ
る
　
二
十
二

　
年
乙
亥
三
月
信
入
院
殿
十
七
回
忌
御
法
事
前
写
し
う
る
」

　
と
あ
り
、
こ
の
記
述
に
継
い
で
本
山
三
洋
の
年
中
行
事
が
記
載
さ
れ
、
各
々
法

要
に
用
い
ら
れ
る
声
明
及
び
作
法
が
次
第
に
従
っ
て
詳
び
ら
か
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
迄
西
本
願
寺
声
明
に
参
劃
し
た
江
山
の
声
明
家
達
は
い
ず
れ
も
台
家
に

属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
が
、
知
影
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
末
寺
僧
侶
で
あ
り
な

が
ら
卸
量
の
声
明
家
で
も
あ
っ
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
自
著
『
魚
山
余
響
』
に
は
声

明
道
に
お
け
る
高
度
の
見
識
の
上
に
西
本
願
寺
声
明
の
伝
統
を
重
ん
じ
つ
、
も
、

当
宗
派
に
対
す
る
適
切
な
見
解
を
以
っ
て
の
ぞ
ん
で
い
る
こ
と
が
う
が
わ
れ
る
。

　
明
治
時
代
、
明
如
宗
主
（
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
〇
〕
～
明
治
三
十
六
年
〔
一
九
〇

四
〕
）
は
宗
門
の
諸
制
度
に
対
し
、
果
敢
な
改
革
を
行
っ
た
。
又
宗
主
は
斯
道
に

関
し
て
も
造
詣
深
く
、
広
く
法
会
の
調
査
研
究
を
行
い
、
勅
会
や
古
来
の
諸
寺
法

会
に
つ
い
て
の
由
来
故
実
を
述
べ
た
『
仏
会
紀
要
』
を
著
わ
し
、
更
に
詳
細
な
諸
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寺
法
会
の
声
明
、
法
式
に
及
ぶ
故
実
を
集
大
成
し
た
『
龍
谷
叢
書
』
を
著
わ
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
明
治
十
三
年
〔
一
八
八
○
〕
に
は
、
大
津
三
井
寺
の
光
浄
院
に
野
山
よ
り
『
覚

秀
』
を
招
じ
、
寺
院
子
弟
を
集
め
て
勤
式
声
明
を
学
ば
し
め
た
。
そ
の
際
覚
秀
は

鋭
意
入
念
な
指
導
を
行
い
、
当
時
の
魚
山
に
お
け
る
声
明
法
式
の
す
べ
て
に
及
ぶ

品
目
を
伝
授
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
人
々
に
は
「
沢
井
了
頓
、
沢
円
諦
、
都
路
広
智
、
三
谷
教

応
、
三
上
専
持
、
南
海
城
、
近
藤
鈴
成
、
桃
園
恵
心
、
園
香
林
、
大
野
宝
城
、
花

房
慈
敬
」
等
の
諸
氏
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
後
に
西
本
願
寺
勤
式
の
中
枢
と

な
り
、
後
進
の
指
導
に
、
伝
承
に
従
事
し
た
。
な
か
で
も
沢
円
諦
と
近
藤
亮
成
の

二
氏
は
本
山
に
あ
っ
て
、
声
明
本
の
作
製
や
改
作
に
参
劃
し
そ
の
功
績
は
大
な
る

物
が
あ
る
。
今
日
西
本
願
寺
法
務
部
に
あ
っ
て
、
声
明
法
式
の
伝
承
指
導
に
従
事

す
る
人
々
、
或
は
末
寺
に
あ
っ
て
本
山
の
法
務
に
参
勤
す
る
諸
僧
の
中
に
は
、
こ

れ
ら
の
人
々
の
直
弟
子
若
し
く
は
孫
弟
子
に
あ
た
る
人
々
が
多
数
あ
る
。

　
覚
秀
は
聖
明
如
宗
主
の
請
に
よ
り
、
声
明
集
『
龍
谷
唄
策
』
を
編
述
し
た
。
こ

の
声
明
本
は
明
治
二
十
一
年
2
八
八
八
〕
に
開
版
さ
れ
て
お
り
上
下
二
冊
よ
り
成

っ
て
い
る
。
唄
策
に
編
ま
れ
た
声
明
曲
を
次
に
記
し
て
お
こ
う
。

　
礼
仏
頒
　
三
十
二
相
　
三
礼
　
如
来
唄
　
勧
請
　
和
順
章
　
仏
名
　
教
化

嘆
仏
文
　
唄
呂
律
散
華
　
梵
葦
生
偶
　
伽
陀
　
五
眼
讃
　
着
座
讃
　
画
讃
　
念

仏
正
信
譜
　
六
種
廻
向
　
掌
文
讃
嘆
　
葦
間
伽
陀
　
八
句
念
仏
　
式
間
和
讃

合
筆
　
後
唄
　
恩
徳
讃
　
総
礼
伽
陀
　
対
自
　
大
悲
段
　
四
句
念
仏
　
発
願
文

三
選
章
　
総
礼
頒
　
供
養
文
　
叩
几
願
文
　
唱
礼
　
五
障
　
四
奉
請
　
甲
念
仏

「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究

1

回
警
句
　
三
宝
礼
　
讃
仏
偶
　
重
誓
偶
　
帰
三
宝
譜
　
十
二
礼
文
　
十
二
光
礼

臓
悔
文
　
二
門
偶
　
後
夜
偶
　
流
通
章
　
召
請
偶
　
三
奉
請
　
請
讃
偶
　
広
略

骸
悔
　
五
悔
　
散
華
讃
　
云
何
梵
　
云
何
偶
　
讃
請
文
　
散
華
竪
文
　
五
明
念

仏
　
論
讃
偶
　
嘆
仏
讃
　
荘
厳
讃

　
魚
山
の
声
明
家
に
よ
る
本
山
へ
の
声
明
指
導
は
こ
の
時
期
を
以
っ
て
終
了
す

る
。
こ
れ
よ
り
以
後
は
先
述
し
た
よ
う
に
覚
秀
の
薫
陶
を
受
け
た
人
々
が
中
心
と

な
っ
て
伝
承
指
導
の
任
を
荷
っ
て
行
く
。
西
本
願
寺
の
法
式
声
明
は
、
こ
の
後
鏡

心
宗
主
（
明
治
九
年
〔
一
八
七
六
〕
～
昭
和
二
十
三
年
〔
一
九
四
八
〕
）
の
時
代
、
近

く
は
現
勝
如
宗
主
（
明
治
四
十
四
年
〔
一
九
一
一
〕
）
の
昭
和
六
年
〔
一
九
三
一
〕
直

に
大
幅
な
改
訂
が
行
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
改
訂
の
折
に
も
こ
れ
ら
の
人
々
、
若

し
く
は
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
人
々
の
手
に
依
っ
て
成
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
迄
も
な

い
。　

前
項
に
お
い
て
天
台
声
明
と
西
本
願
寺
声
明
と
の
交
渉
に
つ
い
て
こ
れ
を
歴
史

的
に
述
べ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
歴
史
を
裏
付
け
る
音
楽
的
資
料
と
し

て
現
行
声
明
中
の
　
『
五
眼
讃
と
廻
向
句
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
両
声
明
曲
は
現
在

⑳
『
大
師
影
供
作
法
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
度
々
の
改
訂
に
依

っ
て
往
時
の
声
明
の
墨
譜
が
ま
っ
た
く
統
廃
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
現
在
も
、
往
時

の
ま
＼
の
姿
を
保
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
『
五
眼
讃
』
は
『
四
智
梵
語
讃
』
の
節

譜
を
採
り
入
れ
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
先
行
曲
た
る
『
周
智
梵
語
讃
』
は

良
如
宗
主
の
万
治
四
年
〔
一
六
六
一
〕
宗
祖
四
百
回
忌
法
要
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
の
を
初
見
と
す
る
。
　
『
攣
眼
讃
』
に
つ
い
て
は
、
玄
智
の
『
祖
門
旧
事
記
』
に

　
　
「
本
山
ノ
声
明
　
時
々
改
革
ア
リ
テ
　
新
旧
合
舞
数
フ
レ
ハ
　
ソ
ノ
品
甚
ダ

四
九
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多
シ
。
就
レ
中
宝
暦
十
一
年
辛
櫃
三
月
　
宗
祖
五
百
年
忌
ノ
法
事
以
来
ハ
霊
智

　
讃
　
仏
讃
　
法
讃
　
夕
潮
等
ノ
聖
道
家
ノ
声
明
ヲ
停
廃
シ
テ
　
新
桑
ニ
正
適
量

　
籍
ノ
文
二
依
テ
　
諸
国
讃
　
五
眼
讃
仏
吼
讃
勧
黒
蜜
等
ノ
声
明
ヲ
製
シ
テ

　
真
宗
ノ
所
用
ト
セ
ラ
レ
タ
リ
、
卓
識
ト
云
ツ
ベ
シ
」

と
あ
り
、
こ
の
曲
が
製
さ
れ
た
時
期
や
動
機
が
う
か
が
わ
れ
る
。
又
知
影
の
『
魚

山
余
響
』
に
は
、

　
　
「
五
心
讃
、
仏
吼
讃
、
瓦
窯
讃
は
宝
暦
中
五
百
回
忌
御
忌
に
斬
譜
な
る
よ

　
し
、
五
眼
讃
は
四
智
梵
語
讃
、
仏
吼
讃
は
僧
讃
、
諸
智
讃
は
心
略
讃
に
よ
れ

　
り
、
何
人
の
作
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
ず
い
つ
れ
面
白
か
ら
ぬ
も
の
な
り
、
五
眼

　
讃
な
ど
は
尤
滞
る
と
こ
ろ
多
し
」

　
と
あ
っ
て
、
五
眼
讃
が
四
智
梵
語
讃
の
墨
譜
を
移
し
て
製
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
真
宗
の
教
義
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
置
き

変
え
、
墨
譜
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
＼
を
転
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

に
対
し
玄
智
は
「
卓
識
と
い
ひ
つ
べ
し
」
と
称
讃
し
て
い
る
の
に
対
し
、
知
影
は

「
い
ず
れ
も
面
白
か
ら
ぬ
も
の
と
い
ひ
つ
べ
し
」
と
甚
だ
批
判
的
で
あ
る
の
は
両

者
の
立
場
の
相
異
が
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
い
。

　
現
在
の
五
眼
讃
の
節
譜
は
一
応
覚
秀
の
時
期
迄
さ
か
の
ぼ
り
得
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
時
期
に
至
る
迄
の
各
期
の
代
表
的
な
声
明
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ω
　
声
明
集
　
近
藤
亮
成
編
　
昭
和
八
年
刊

　
②
　
梵
唄
集
　
沢
　
円
諦
編
　
明
治
四
十
三
年
刊

　
個
　
龍
谷
唄
策
　
覚
　
秀
編
　
明
治
二
十
一
年
刊

　
こ
れ
ら
三
種
の
声
明
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
五
眼
讃
の
墨
譜
を
比
較
し
て
み
る

と
い
ず
れ
も
「
呂
曲
盤
渉
調
、
出
音
徴
」
と
あ
り
、
墨
譜
の
細
徴
に
至
る
も
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
黒
帯
の
指
示
し
た
印
本
が
墨
譜
に
関
す
る
限
り
は
現

在
迄
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
墨
譜
は
現

在
行
な
わ
れ
て
い
る
天
台
の
『
四
智
梵
語
讃
』
と
も
大
略
同
じ
で
あ
り
、
覚
秀
以
前

に
迄
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
未
だ
往
時
の
声
明
本
に
す
べ

て
あ
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
実
際
の
演
唱
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
次
項
に
お
い
て
、
現

行
天
台
の
『
四
書
梵
語
讃
と
五
眼
点
』
と
を
比
較
し
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　
先
に
、
資
料
の
上
で
『
五
眼
讃
は
四
智
梵
語
讃
』
の
旋
律
を
あ
て
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
事
が
認
め
ら
れ
た
が
、
実
際
に
現
在
西
本
願
寺
で
演
唱
さ
れ
て
い
る

『
五
眼
讃
』
と
天
台
宗
の
『
無
智
梵
語
讃
』
を
比
較
し
て
み
た
い
。
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九
眼
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・
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霊
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以
上
五
つ
の
墨

譜
は
、
比
較
的
時

代
の
新
し
い
も
の

の
み
で
あ
る
。
沢

円
諦
編
に
よ
る
も

の
は
、
旋
律
型
〈

押
出
し
〉
が
く
ア

タ
ル
〉
に
な
っ
て

お
り
、
　
〈
キ
ル
〉

位
置
も
少
し
異
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら

の
相
異
が
沢
円
諦

自
身
の
改
定
か
、

或
い
は
、
こ
の
よ

う
な
演
唱
も
あ
っ

た
の
か
は
、
よ
り

古
い
墨
譜
を
参
照

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
今
回
は

資
料
が
集
ま
ら

ず
、
墨
譜
に
関
す

る
考
察
は
し
な

い
。

　
現
在
の
演
唱
は
四
智
讃
は
多
紀
道
忍
編
、
五
眼
讃
は
龍
谷
唄
策
の
墨
譜
に
よ
っ

て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
二
つ
を
比
べ
て
み
る
と
、
勿
論
テ
キ
ス
ト
の
字
数
や
、
一

字
の
音
節
数
の
相
異
な
ど
で
若
干
の
変
更
は
み
ら
れ
る
。

　
四
智
讃
（
以
下
四
智
讃
と
略
）
の
最
初
の
「
縛
日
払
」
は
一
音
節
の
字
で
あ
る
か

ら
、
各
々
に
〈
二
つ
ユ
リ
〉
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
五
三
讃
の
字
は
ほ
と
ん
ど

が
二
音
節
な
の
で
、
〈
二
つ
ユ
リ
〉
を
一
音
節
に
あ
て
、
い
る
た
め
、
「
眼
．
清
」

な
ど
〈
二
つ
ユ
リ
〉
が
二
回
つ
つ
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
五
眼

讃
に
は
〈
三
つ
ユ
リ
〉
が
み
ら
れ
な
い
。

　
〈
ユ
リ
〉
に
続
く
＜
キ
ル
〉
の
位
置
は
両
者
異
っ
て
い
る
。
又
、
五
眼
讃
に
は

〈
サ
サ
ヤ
ク
〉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
旋
律
型
の
付
加
と
は
い
え
な

い
．
即
ち
、
文
字
の
最
後
の
音
が
七
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
と
い
う
事
を
示
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
複
合
旋
律
型
は
全
く
同
型
の
も
の
を
、
そ
の
ま
＼
当
て
は
め
て
い
る
．
．

　
ピ
ッ
チ
に
関
し
て
は
、
　
〈
押
出
し
〉
の
そ
れ
が
異
っ
て
い
る
。
四
智
讃
は
「
角
」

か
ら
「
徴
」
へ
の
半
音
の
上
降
で
あ
る
。
四
恩
讃
の
「
努
」
に
つ
け
ら
れ
た
複
合

旋
律
婦
中
、
　
「
徴
」
は
本
来
は
「
角
」
そ
し
て
「
恒
」
の
「
角
」
は
「
商
」
で
あ

っ
た
が
多
紀
道
忍
氏
に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
灰
聞
し
て
い
る
。
さ

す
れ
ば
五
識
讃
の
旋
律
型
の
ほ
う
が
原
型
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
節
譜
が
ど
の
よ
う
に
演
唱
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

考
え
た
い
。
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こ
れ
ら
の
採
譜
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
二
日
～
四
日
大
津
市
西
教
寺
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
行
わ
れ
た
相
愛
女
子
大
学
音
楽
学
専
攻
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
際
の
片

　
　
　
　
㊧

岡
義
道
氏
と
霊
岳
英
雄
氏
の
講
演
と
実
習
の
録
音
テ
ー
プ
を
使
用
し
た
。
従
っ
て

両
氏
各
々
一
人
の
演
唱
で
あ
り
、
随
所
に
解
説
を
加
え
な
が
ら
行
わ
れ
た
。
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
智
讃
の
採
譜
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
天
台
声
明
の
レ
コ
ー
ド
を
参
考
資
料
と
し

て
使
用
し
た
。

　
採
譜
は
で
き
る
だ
け
忠
実
に
行
っ
た
が
、
両
者
の
比
較
に
お
い
て
、
五
線
譜
が

か
な
ら
ず
し
も
、
最
も
適
当
で
あ
る
か
否
か
少
し
疑
問
を
感
じ
た
り
し
た
の
で
、

譜
の
上
で
簡
略
化
し
、
説
明
を
加
え
る
方
針
を
と
っ
た
。

　
①
／
或
い
は
＼
は
2
音
間
の
ポ
ル
タ
メ
ン
ト
を
示
す
。
最
初
の
音
、
最
高
音
、

と
最
後
の
音
の
み
の
記
譜
を
行
っ
た
。

　
②
〉
は
、
長
さ
の
一
定
し
な
い
休
止
で
あ
る
。

　
③
・
は
、
非
常
に
短
い
休
止
で
、
ブ
レ
ス
も
行
わ
な
い
場
合
が
多
い
。

　
④
は
ビ
ブ
ラ
ー
ト
の
記
号
。
こ
の
個
所
は
、
本
来
は
〈
ユ
リ
〉
の
は
ず
で
あ
る

が
、
演
唱
者
の
息
が
た
り
な
く
な
っ
た
の
か
、
音
価
を
測
定
し
に
く
い
状
態
で
あ

っ
た
の
で
こ
の
記
号
を
使
用
し
た
。

　
各
々
一
回
の
演
唱
を
録
音
し
た
の
み
で
あ
り
、
又
一
人
の
演
唱
に
よ
る
も
の
な

の
で
個
人
的
な
く
せ
や
、
偶
発
的
な
も
の
を
除
外
し
た
客
観
的
資
料
と
み
な
す
事

は
で
き
な
い
。
が
、
各
々
の
旋
律
型
が
両
宗
派
で
ど
の
よ
う
に
演
唱
さ
れ
て
い
る

か
を
知
る
何
ら
か
の
手
が
か
り
と
な
る
と
思
っ
た
。

　
五
眼
讃
に
は
九
つ
の
旋
律
型
が
あ
る
。
次
に
各
々
の
旋
律
型
を
抽
出
し
比
べ
て

み
る
。

　
④
は
四
智
讃
、
⑤
は
五
眼
讃
よ
り
抽
出
さ
れ
た
旋
律
型
で
あ
る
。

〈
押
出
し
〉

〔
黒
影
1
〕
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④
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く
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し
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れ
目
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に
次
の
〈
ユ
リ
〉

切
っ
て
か
ら
、
　
〈
ユ
リ
〉
が
続
く
。
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〉

〔
譜
例
2
〕

う

，

に
続
く
。
⑤
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台
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心

　
④
は
上
降
し
て
下
降
す
る
が
⑤
は
上
降
し
て
終
る
。

　
〈
ス
グ
〉
或
い
は
〈
ス
ク
〉
は
④
⑤
共
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
亡
霊
は
あ
げ
な

い
。
即
ち
、
ま
っ
す
ぐ
な
音
で
あ
る
。

　
以
上
の
旋
律
型
を
通
し
て
み
ら
れ
る
特
長
は
、
四
智
讃
に
は
非
常
に
多
く
ポ
ル

タ
メ
ン
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
事
と
長
い
音
符
に
か
な
り
の
巾
の
デ
ィ
ナ
ー
ミ
ッ

ク
が
使
用
さ
れ
る
。
他
方
、
五
眼
讃
は
ポ
ル
タ
メ
ン
ト
が
少
く
、
長
い
音
符
も
同

じ
音
量
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
五
眼
讃
は
、
ま
さ
に
四
智
讃
の
旋
律
を
無
理
矢
理
に
あ
て
は
め
た
感
は
ま
ぬ
が

れ
な
い
。
」
そ
れ
故
、
　
〈
二
つ
ユ
リ
〉
が
二
字
つ
つ
続
く
と
い
う
、
演
唱
者
に
と
っ

て
は
な
は
だ
う
た
い
難
い
個
所
が
非
常
に
多
い
。
現
在
五
眼
讃
は
大
師
影
供
作
法

五
九
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「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
砥
究

1

に
の
み
存
在
す
る
こ
と
、
、
演
唱
者
達
に
余
り
好
ま
れ
る
曲
で
は
な
い
こ
と
な

ど
、
納
得
の
い
く
現
象
で
あ
る
。

　
以
上
の
ア
ナ
リ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
天
台
声
明
と
西
本
願
寺
声
明
の
違
い

を
述
べ
る
に
は
、
余
り
に
性
急
で
あ
る
。
現
在
西
本
願
寺
の
声
明
に
は
現
在
約
三

十
の
旋
律
型
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
旋
律
型

を
数
多
く
の
声
明
の
中
よ
り
抽
出
し
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
西
本
願
寺
の
声
明
は
、
天
台
宗
声
明
の
影
響
が
非
常
に
強
い
と
い
わ
れ
な
が

ら
、
今
迄
の
と
こ
ろ
こ
の
種
の
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
我
々
は
、
こ
の
研
究

を
全
く
パ
イ
オ
ニ
ア
的
に
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
方
向
で
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
と
い
う
確
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
今
回

は
、
資
料
の
不
足
の
た
め
充
分
な
研
究
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の

問
題
と
し
て
は
、
い
た
ず
ら
に
両
声
明
を
比
較
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
テ
キ
ス

ト
・
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
と
、
現
行
の
演
奏
と
の
関
係
を
も
っ
と
明
ら
か
に
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
又
、
こ
う
し
た
声
明
と
は
別
に
、
真
宗
に
は
大
衆
に
よ
っ
て
唱
和
さ
れ
る
正
信

偶
和
讃
が
あ
る
。
東
本
願
寺
で
は
、
蓮
如
宗
主
以
後
、
そ
の
ま
＼
の
形
で
伝
統
を

保
持
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
西
本
願
寺
に
お
い
て
は
、
度
々
の
先
に
述
べ
た

よ
う
な
声
明
の
改
定
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
正
信
偶
和
讃
に
も
、
何
ら
か
の
影

響
が
及
ん
で
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
衆
に
よ
り
唱
和
さ
れ
る
正
信
偶

和
讃
の
音
楽
的
な
研
究
は
、
当
時
の
民
衆
音
楽
を
知
る
上
に
お
い
て
も
、
何
ら
か

の
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
我
々
は
、
こ
の
瀬
戸
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　
@
　
（
大
学
音
楽
学
部
助
教
授
　
〃
　
　
〃
　
講
　
師
）

六
〇

①
　
「
一
、
声
明
は
小
原
流
事
」
　
（
命
定
聖
教
全
書
）

②
　
覚
如
著
、
　
（
真
宗
聖
教
全
書
）

③
三
三
著
、
三
五
第
四
段

　
「
建
久
三
年
あ
き
の
こ
ろ
、
御
白
河
の
院
の
御
菩
提
の
た
め
に
や
さ
か
の
や
ま
と
の
入
道

　
見
仏
引
導
寺
に
し
て
七
日
念
仏
勤
行
し
は
ん
べ
り
け
る
。
声
明
の
先
達
に
心
阿
弥
陀
仏
共

　
行
の
結
衆
に
見
仏
房
、
住
蓮
房
、
安
楽
房
等
あ
ま
た
ひ
と
び
と
あ
り
け
り
、
声
明
を
興
行

　
せ
ら
れ
け
る
こ
と
は
、
こ
ゑ
仏
事
を
な
す
い
は
れ
あ
れ
ば
…
…
中
略
…
…
住
蓮
安
楽
こ
の

　
二
人
は
と
き
の
宗
匠
と
き
こ
ゆ
、
ゆ
ゆ
し
く
た
ふ
と
か
り
け
る
と
な
ん
」
　
（
真
宗
聖
教
全

　
書
）

④
叢
林
集
巻
七
三
五
十
三
法
事
勤
行
（
真
宗
全
書
）

⑤
　
親
鶯
滅
后
、
京
都
東
山
の
大
谷
の
地
に
遺
骨
を
収
め
た
祖
師
廟
が
建
立
さ
れ
、
こ
の
廟

　
が
後
の
本
願
寺
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
三
主
に
は
宗
祖
の
血
脈
直
系
者
が
あ

　
た
っ
た
。
こ
れ
を
留
守
職
と
い
う
。

⑥
　
全
十
巻
か
ら
な
り
、
覚
如
の
次
男
従
覚
の
述
作
、
覚
如
の
行
状
を
書
し
た
も
の
（
真
宗

　
聖
教
全
書
）

⑦
　
文
和
元
年
乗
専
著
（
真
宗
聖
教
全
書
）

⑧
覚
如
、
永
仁
二
年
、
宗
祖
三
十
三
回
忌
法
要
に
際
し
て
著
述
せ
ら
れ
た
も
の

⑨
　
全
十
五
巻
　
京
都
慶
証
寺
玄
智
、
寛
政
三
年
の
著
（
真
宗
全
書
）

⑩
　
最
勝
講
式
文
は
尊
正
寺
僧
正
玄
智
の
、
又
信
貴
鎮
守
講
式
は
信
貴
山
学
頭
宝
塔
院
叡
空

　
律
の
嘱
に
よ
っ
て
漂
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
知
恩
講
式
は
、
謝
徳
講
式
、
尊
師
講
式
と

　
も
称
し
て
延
文
三
年
の
述
作
と
い
わ
れ
る
。
法
然
の
遺
徳
を
讃
仰
し
た
も
の
で
、
実
如
宗

　
主
の
頃
迄
は
、
真
宗
教
団
で
専
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

⑪
　
　
「
六
時
礼
讃
」
は
六
時
に
阿
弥
陀
仏
を
讃
嘆
す
る
行
儀
で
、
唐
の
善
導
大
師
の
述
作
に

　
な
る
「
往
生
礼
讃
偶
」
の
解
文
が
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
に
も
述
べ
る
よ
う
に

　
わ
が
国
の
浄
土
教
系
教
団
で
は
専
ら
依
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
法
事
讃
」
は
「
浄
土
法
事
讃
」
と
も
称
し
、
善
導
の
作
で
「
阿
弥
陀
経
」
を
読
講
す

　
る
行
儀
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
阿
弥
陀
経
」
は
、
弥
陀
の
浄
土
の
様
相
並
び
に
功
徳

　
を
述
べ
た
経
典
で
あ
る
。
我
国
で
は
亀
荘
僧
鳩
摩
羅
什
の
訳
経
に
な
る
も
の
が
専
ら
用
い

　
ら
れ
て
い
る
。
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⑫
　
大
無
量
寿
経
、
観
無
量
寿
経
、
阿
弥
陀
経
の
三
部
の
経
典
を
指
し
、
真
宗
で
は
こ
れ
ら

　
を
正
依
の
経
典
と
し
て
い
る
。

⑬
京
都
願
楽
寺
慧
恵
明
和
二
年
著
、
巻
下
雑
聚
問
答
（
真
宗
全
書
）

⑭
　
蝶
蝿
芳
隆
著
「
本
願
寺
の
声
明
と
そ
の
伝
来
」
　
（
仏
教
史
学
第
二
号
、
昭
ゐ
年
刊
）
九

　
十
二
頁
参
照

⑮
　
全
一
巻
　
龍
谷
大
学
蔵
　
京
都
光
隆
寺
知
影
の
著
、
知
影
は
幼
少
よ
り
西
光
寺
交
流
に

　
つ
い
て
声
明
を
学
び
、
寛
政
元
年
二
十
七
才
で
大
原
に
お
い
て
理
病
院
知
観
に
師
事
す

　
る
。
文
政
八
年
示
寂
、
此
書
は
、
本
山
声
明
に
関
す
る
様
々
な
事
項
や
年
中
行
事
を
記

　
し
、
更
に
宮
中
の
仏
事
に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
る
。

⑯
　
右
此
聲
明
書
者
、
本
門
主
寂
如
前
大
僧
正
迎
先
師
二
十
五
回
忌
及
三
十
三
回
忌
之
法
諦

　
専
興
星
明
野
道
而
悉
改
正
墨
譜
之
章
焉
、
　
束
子
野
柄
訂
考
呂
律
聲
明
之
田
鼠
且
爲
二
末
弟

　
僧
侶
一
数
教
二
聲
響
一
高
命
難
レ
黙
、
不
レ
得
二
固
辞
一
遂
集
及
二
三
策
一
散
書
墨
譜
云
爾

　
　
　
元
緑
七
穰
甲
戌
秋
八
月
上
旬
、
魚
山
大
僧
都
法
印
幸
雄

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
離
圃

⑰
経
谷
芳
隆
著
「
本
願
寺
の
声
明
と
伝
来
」
（
仏
教
史
学
第
二
号
）
九
十
三
頁

⑱
　
祖
門
旧
事
記
　
巻
二
　
祖
忌
法
事
紀
宗
祖
四
百
五
十
回
忌
法
会
差
定
（
玄
智
、
天
明
三

　
年
著
、
真
宗
全
書
）

⑲
伊
勢
の
出
身
、
姓
は
園
部
、
幼
少
よ
り
魚
山
に
入
り
知
観
、
秀
雄
等
に
師
事
し
、
宝
泉

　
院
に
住
す
る
が
明
治
二
十
七
年
に
示
寂
、
京
都
東
山
大
谷
に
墓
所
が
あ
る
。

⑳
　
西
本
願
寺
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
要
の
内
容
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
唱
諦
さ
れ
る
声
明
曲
と

　
行
儀
作
法
と
が
ま
と
め
ら
れ
、
法
要
の
目
的
に
従
っ
て
こ
れ
ら
の
作
法
が
適
宜
用
い
ら
れ

　
て
い
る
。
現
在
、
2
4
種
の
作
法
が
あ
る
が
、
す
で
に
「
龍
谷
唄
策
」
に
は
作
法
毎
に
声
明

　
曲
を
ま
と
め
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
大
師
影
供
作
法
は
、
宗
祖
の
御
影
を
讃
仰
す
る
法
要
で
あ
る
が
、
こ
の
作
法
も
す
で
に

　
龍
谷
唄
策
に
は
見
え
て
い
る
。
但
し
現
行
の
も
の
と
は
少
し
異
っ
て
い
る
。
現
行
の
次
第

　
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
①
五
眼
讃

　
　
　
②
類
讃

　
　
　
③
書
讃

　
　
　
④
念
仏
正
信
偶

　
　
　
⑤
回
向
句

　
　
五
眼
讃
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
大
無
量
寿
経
下
巻
よ
り
採
り
作
法
中
に
お
い
て
は
雅
楽
の

　
奏
楽
の
後
冒
頭
に
請
唱
さ
れ
、
こ
の
間
に
伝
供
（
衆
僧
が
リ
レ
ー
式
に
供
物
を
供
え
る
こ

　
と
）
が
行
わ
れ
る
。

⑳
　
京
都
芸
術
大
学
教
授
、
天
台
真
盛
宗
霊
徳
寺
住
職
、
多
紀
道
忍
師
に
師
事
、
天
台
声
明

　
に
関
す
る
多
く
の
著
作
が
あ
る
。

⑳
　
現
在
西
本
願
寺
勤
式
指
導
所
主
任
、
会
堂
、
本
願
寺
勤
式
練
習
所
に
お
い
て
声
明
を
学

　
び
、
宮
西
本
願
寺
法
務
部
に
奉
職
、
今
日
に
至
る
。

⑱
　
天
台
声
明
〔
鶉
二
て
一
、
マ
ω
竃
ヴ
剣
一
O
O
O
μ
（
h
～
劇
）
監
修
解
説
　
片
岡
義
道
。
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「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究
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